








巻をそれぞれ「神の物語」 「神と人の物語」 「人の物語」と位置づけ、 と巻の間には隔たりがあるこ を指摘している
（一（
。西郷信綱氏
も上中下 を「神々の時代」 「英雄の時代」 「その子孫 時代置づけ、同様の見解を示している
（二（
。要するに仁徳が登場する下巻と
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Ａと同じ資料である。天皇が琴を弾き、皇后に神が憑き、建内宿禰が神の言葉を解釈するサニハの役割 果たしている。琴によって神おろしをし、託宣を得ることが確認できる例であるが、ここで歌がうたわれているわけではない。ｃは当該歌の次に記載され 歌であるが、これは琴の生産過程 うたう〈生産叙事〉である。ｄで琴はヲトメを舞わせるために弾かれており、歌をうたうため 弾かれているわけではない。ｅは「八絃の琴
　
調ぶる如く」とあるよう
に、琴を弾くようにこの世 治めるといってい わけで、やはり歌をうたうために琴がある けではない。
このように『古事記』では、琴を弾きながら歌をうたう例もなけ






















































































































































































































































































































































の声」が真意、すなわち神の意思（託宣（を示していることを意味している。ただし秦酒公が意図的に天皇に悟らせようとしているため、託宣そのものではない。しかしｂ おいて、託宣を得るため琴が使用され たように、託宣を装ったものと えるだろう。ｇでは歌 二首見られる。そ 後に「御琴を授けて唱
うた
はしめたまひ」と





























































































































































































































































































































































































































































































































































史におけ 「伝承の途切れ」とでもいえるものではないか。要するに建内宿禰が仁徳の質問を喜んで受け入れ、自分が応じ ことのできる「世の長人」であると主張しな ら「未だ聞かず」と答える異常さは、そのことを語るためであった 考えることができる。
伝承が途切れる時は、社会が変わる時である。 『古事記』におい








































































































































にいえば『古事記』上巻は「古 」 、中巻は「中世」 、下巻は「近代になる。
（十三
（
ヘラ坂に現れたヲトメが次のようにうたう。なお「
御み
真ま
木き
入いり
彦びこ
」
は崇神を指す
御み
真ま
木き
入いり
彦びこ
はや
　
御真木入彦はや
　
おのが
緒を
を
　
盗み
殺し
せむと
後しり
つ
門と
よ
　
い
行ゆ
き
違たが
ひ
　
前まへ
つ
門と
よ
　
い
行ゆ
き
違たが
ひ
　
窺うかか
はく
　
知らに
と
　
 御真木入彦はや
　
ヲトメは「
腰こし
裳も
」をつけ、その後行方も知れず忽然と姿を消すことか
ら、神もしくは神の使いと考えられる。した ってこれは崇神の身の危険を知らせた託宣の歌である。
（十四（滅ぼされた側が残る側を讃
たた
えることは、 『古事記』景行天皇条の、
クマソタケルとヤマトタケルの例があ
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